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は
じ
め
に
―
発
見
の
経
緯

　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
資
料
セ
ン
タ
ー
）
は
、

立
教
小
学
校
の
創
設
に
深
く
関
わ
っ
た
有
賀
千
代
吉
に
関
す
る
資

料
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

資
料
セ
ン
タ
ー
が
収
蔵
す
る
「
有
賀
千
代
吉
関
係
資
料
」（
以

下
、
有
賀
資
料
）
は
、
大
別
し
て
（
一
）
昭
和
戦
前
期
カ
ナ
ダ
で

刊
行
さ
れ
て
い
た
邦
字
新
聞
お
よ
び
雑
誌
、（
二
）
第
二
次
世
界

大
戦
時
、
カ
ナ
ダ
が
設
置
し
た
日
本
人
収
容
所
（
有
賀
も
拘
留
さ

れ
て
い
た
）
に
関
す
る
資
料
、（
三
）
極
東
国
際
軍
事
裁
判

（T
he International M

ilitary T
ribunal for the Far East

）

で
訴
追
さ
れ
た
Ａ
級
戦
犯
（
及
び
容
疑
者
）
と
の
書
簡
・
揮
毫
、

以
上
三
類
で
構
成
さ
れ
て
い
る
⑴
。
有
賀
が
こ
う
し
た
資
料
を
残

し
た
経
緯
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
有
賀
自
身
の
人
生
遍
歴
に
因
る
所

が
大
き
い
。
一
九
二
〇
（
大
正
六
）
年
、
立
教
大
学
商
科
を
卒
業

し
た
有
賀
は
、
そ
の
後
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
と
渡
り
、
同

地
で
新
聞
記
者
そ
し
て
子
供
達
の
教
育
に
従
事
し
て
い
た
。
案

外
、
有
賀
自
身
、
在
外
邦
人
と
し
て
同
地
で
一
生
を
終
え
る
こ
と

も
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
の
勃
発
は
、
そ
ん
な
有
賀
の
運
命
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な

る
。
有
賀
は
カ
ナ
ダ
当
局
に
拘
禁
さ
れ
、
収
容
所
へ
と
送
ら
れ
た

の
だ
っ
た
⑵
。
日
本
へ
の
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
有
賀
は
⑶
、

敗
戦
後
、
英
軍
の
通
訳
を
し
な
が
ら
日
々
の
糧
を
得
て
い
た
。

　

そ
ん
な
有
賀
を
ふ
た
た
び
立
教
へ
と
導
い
た
の
が
佐
々
木
順
三

で
あ
る
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
一
月
、
佐
々
木
は
有
賀
に

立
教
小
学
校
設
立
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
⑷
。
こ
う
し

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

有
賀
千
代
吉
と
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子

　
　

立
教
小
学
校
所
蔵
の
ア
イ
ヌ
民
具
資
料
か
ら
み
え
る
も
の　
　横 

島 

公 

司
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て
有
賀
は
、
立
教
小
学
校
初
代
主
事
と
し
て
、
一
九
五
八
（
昭
和

三
三
）
年
か
ら
は
松
下
正
寿
の
後
を
受
け
第
三
代
校
長
と
し
て
、

草
創
期
の
立
教
小
学
校
の
た
め
に
奮
闘
し
た
の
だ
っ
た
⑸
。

　

昭
和
四
四
年
、
有
賀
は
ふ
た
た
び
日
本
を
離
れ
る
こ
と
を
決
意

す
る
。
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
有
賀
は
ア
メ
リ
カ
へ
と

旅
立
ち
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
、
同
地
で
客
死
す
る
の
で

あ
る
。「

有
賀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
―
ア
イ
ヌ
民
具
と
の
出
会
い

　

離
日
に
際
し
て
、
有
賀
は
立
教
小
学
校
に
多
く
の
史
資
料
を
残

し
て
い
っ
た
。「
文
書
」
類
、「
書
簡
」、「
物
品
」
な
ど
、
あ
ま
り

に
多
様
で
あ
る
こ
れ
ら
史
資
料
群
を
、
筆
者
は
仮
に
「
有
賀
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
春
、
筆
者
は
立
教
小
学
校
を
訪
問
し
た
。
第
一
の

目
的
は
戦
犯
た
ち
と
有
賀
、
立
教
小
学
校
と
の
関
係
を
さ
ら
に
調

査
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
有
賀
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
調
査
も
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
わ
け
て
も
、
立
教
小
学
校

で
自
校
史
編
さ
ん
を
担
当
さ
れ
て
い
る
遠
山
章
夫
教
諭
よ
り
「
立

教
小
学
校
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
」
と
聞
か
さ

れ
て
い
た
た
め
、
も
し
そ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
ど
う
い
っ
た
資
料

で
あ
る
の
か
、
そ
の
実
態
を
確
か
め
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

　

遠
山
教
諭
に
そ
の
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ア
イ
ヌ
資
料
を
管
理

し
て
い
る
と
い
う
石
井
輝
義
教
諭
を
紹
介
さ
れ
る
。
石
井
教
諭
に

案
内
さ
れ
、
筆
者
が
目
に
し
た
も
の
は
紛
れ
も
な
く
、
ア
イ
ヌ
民

族
が
日
常
ま
た
は
祭
祀
に
用
い
る
衣
類
、
什
器
や
小マ
キ
リ刀
、
酒イ
ク
バ
ス
イ箸な

ど
の
道
具
類
（
以
下
、
ア
イ
ヌ
民
具
）
で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
点

や
二
点
で
は
な
く
、
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

　

驚
き
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
石
井
教
諭
に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
ア
イ
ヌ
民
具
は
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
の
も
の
ら
し

い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
に
関
係
す
る
ア
イ

ヌ
資
料
が
東
京
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
筆

者
に
は
全
く
の
初
耳
で
あ
っ
た
⑹
。

　

そ
も
そ
も
、
都
内
で
ア
イ
ヌ
民
具
を
収
蔵
す
る
教
育
機
関
は
ご

く
僅
か
な
の
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た

点
数
が
立
教
小
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
事
実
自
体
、
す
で
に
衝

撃
的
な
の
だ
が
、
そ
の
上
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
が
関
係
す
る
こ

と
が
本
当
に
確
か
な
ら
、
文
字
通
り
「
新
発
見
」
の
可
能
性
さ
え

あ
っ
た
。

Ⅰ
．「
昭
和
３
５
年
度
博
物
館
実
習
報
告
（
ⅴ
）」

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
ア
イ
ヌ
民
具
が
筆
者
の
新
発
見
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
す
ぐ
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
で
に
半
世
紀
以
上

4

4

4

4

4

も
以
前

4

4

4

に
、
立
教
大
学
の
手
で

4

4

4

4

4

4

4

調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
事
実
が
判
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明
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
調
査
記
録
は
、「
昭
和
３
５
年
度
博
物
館
実
習
報
告
（
ｖ
）」

（
以
下
、「
実
習
記
録
」）
と
い
う
、
見
開
き
で
横
書
き
二
頁
ほ
ど

の
文
書
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
た
⑺
。
題
目
か
ら
判
断
す
る
に
、

学
芸
員
課
程
の
実
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
調
査
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
こ
の
表
題
だ
け
で
は
、
具
体
的
な
調
査
内
容
ま
で
判
断

が
付
か
な
い
。「
立
教
小
学
校
収
蔵
ア
イ
ヌ
民
具
の
整
理
」
と
い

う
個
別
タ
イ
ト
ル
ま
で
た
ど
り
着
い
て
、
は
じ
め
て
こ
の
「
実
習

記
録
」
の
重
要
性
に
気
が
付
く
こ
と
が
出
来
る
の
だ
⑻
。

　

タ
イ
ト
ル
か
ら
、
こ
の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
が
一
九
六
〇
（
昭

和
三
五
）
年
、
今
か
ら
五
五
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
半
世
紀
以
上
の
長
き
に
亘
り
、
お
そ
ら
く
殆
ど
人
目

に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
の
「
実
習
記
録
」
が
、

ア
イ
ヌ
民
具
に
つ
い
て
調
査
・
記
録
さ
れ
た
唯
一
の
資
料
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
調
査
開
始
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
、
こ
の

「
実
習
記
録
」
を
精
査
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

Ⅱ
．「
実
習
記
録
」
の
内
容

　

は
じ
め
に
「
実
習
記
録
」
の
詳
細
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
⑼
。
長
文
に
わ
た
る
が
、
引
用
す
る
。

立
教
小
学
校
収
蔵

　
　
　

ア
イ
ヌ
民
具
の
整
理

�

枡
田
益
子　

落
合
美
代
子

�

佐
藤　

公
俊　

寒
川　

泰
寿

　

昭
和
３
５
年
度
、
民
俗
資
料
整
理
法
の
実
習
は
、
宮
本
教

授
指
導
の
下
に
１
２
月
１
日
、
１
０
日
、
１
９
日
の
３
日

間
、
立
教
小
学
校
に
お
い
て
同
校
収
蔵
の
ア
イ
ヌ
民
具
に
つ

い
て
行
わ
れ
、
収
蔵
台
帳
・
基
本
カ
ー
ド
・
分
類
カ
ー
ド
の

作
成
、
写
真
撮
影
、
資
料
計
測
な
ど
を
実
習
し
た
。
こ
の
整

理
の
結
果
、
い
ず
れ
同
校
か
ら
目
録
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
取マ

マ

敢
え
ず
収
蔵
ア
イ
ヌ
民
具
の
内
容
を
、
以
下

に
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

実
習
経
過

　

陳
列
ケ
ー
ス
か
ら
資
料
を
出
し
て
教
室
に
運
び
、
ま
ず
資

料
に
番
号
を
つ
け
る
。
転
送
は
総
計
６
３
点
あ
っ
た
。
つ
い

で
個
々
の
資
料
に
つ
い
て
所
蔵
台
帳
の
記
入
を
行
っ
た
。
所

蔵
台
帳
の
記
入
に
は
、
資
料
に
つ
い
て
い
る
説
明
や
、
金
田

一
京
助
・
杉
山
寿
栄
男
共
著
「
ア
イ
ヌ
芸
術
」
全
３
巻
〔
第

一
青
年
社
、
昭
和
１
７
年
刊
〕
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

　

収
蔵
台
帳
の
記
入
項
目
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

　
　

収
蔵
番
号

　
　

原
名

　
　

訳
名
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標
準
名

　
　

採
集
地

　
　

採
集
者
・
寄
贈
者

　
　

測
定

　

た
だ
し
、
材
料
・
分
布
・
由
来
・
備
考
な
ど
の
項
目
に
つ

い
て
も
記
入
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

１
日
の
実
習
の
お
か
げ
で
、
要
領
が
わ
か
っ
た
の
で
、
仕

事
は
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
、
１
９
日
午
后
５
時
頃
に
は
殆
ど
片

附
い
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
資
料
整
理
は
、
番
号
を
つ
け
資
料
収
蔵
台
帳
に
記
入

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
資
料
基
本
カ
ー
ド
・
資
料
分
類
カ
ー

ド
・
資
料
附
票
に
も
必
要
事
項
を
記
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
収
蔵
台
帳
を
も
と
に
前
期
の
２
枚
の
カ
ー
ド
と
附
票

に
記
入
す
る
作
業
を
１
２
月
２
０
日
に
自
宅
で
行
う
こ
と
に

し
て
、
３
日
間
の
資
料
整
理
法
の
実
習
は
終
わ
っ
た
。（
史

学
科
３
年
）

立
教
小
学
校
収
蔵
の
ア
イ
ヌ
民
具
目
録

　
　

１　
　

玉
頸
飾
リ　

tam
asai

　
　

２　
　

玉
頸
飾
リ tam

asai

　
　

３　
　

玉
頸
飾
リ tam

asai

　
　

４　
　

山
丹
錦
小
袖M

anchu-kosonte

　
　

５　
　

切
伏
文
衣
服 chikarkarpe

　
　

６　
　

切
伏
文
衣
服 chikarkarpe

　
　

７　
　

切
伏
文
衣
服 chikarkarpe

　
　

８　
　

木
綿
刺
子
衣
服 

―

　
　

９　
　

切
伏
文
手
甲　

tekunpe

　
　

１
０　

細
縄
帯 ponkut

�

北
海
道
有
珠
郡
伊
達
町
有
珠　

向
井
八
重
子　

採
集

　
　

１
１　

鹿
皮
沓 yukkap-keri

　
　

１
２　

小
刀
鞘 saya

　
　

１
３　

小
刀 m

akiri

　
　

１
４　

刀
鐔 seppa

　
　

１
５　

刀
鐔 seppa

　
　

１
６　

刀
鐔 seppa

�

北
海
道
有
珠
郡
伊
達
町
有
珠　

向
井
八
重
子　

採
集

　
　

１
７　

矢
筒 ikayup

�

北
海
道
有
珠
郡
伊
達
町
有
珠　

向
井
八
重
子　

採
集

　
　

１
８　

太
刀
肩
掛 em

ushi-at
�

北
海
道
有
珠
郡
伊
達
町
有
珠　

向
井
八
重
子　

採
集

　
　

１
９　

手
枡 nisuteke,iyutani

　
　

２
０　

堅
臼 ashu-nisu

　
　

２
１　

捏
鉢 nim

a
　
　

２
２　

捏
鉢 nim

a
�

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
村
泉　

米
沢
錦
一　

採
集

　
　

２
３　

調
理
用
木
箆 pera, hito-pera
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２
４　

黒
塗
四
脚
丸
形
行
器 kem

aush-shintoko
　
　

２
５　

酒
箸 iku-pashui

　
　

２
６　

酒
箸 iku-pashui

　
　

２
７　

酒
箸 iku-pashui

　
　

２
８　

酒
箸iku-pashui

　
　

２
９　

酒
箸 iku-pashui

　
　

３
０　

酒
箸 iku-pashui

　
　

３
１　

天
目
台 ukusup

　
　

３
２　

南
部
椀 itanki

　
　

３
３　

南
部
椀 itanki

　
　

３
４　

天
目
台 ukusup

　
　

３
５　

南
部
椀 itanki

　
　

３
６　

天
目
台 ukusup

　
　

３
７　

南
部
椀 itanki

　
　

３
８　

天
目
台 ukusup

　
　

３
９　

南
部
椀 itanki

　
　

４
０　

南
部
椀 itanki

　
　

４
１　

南
部
椀 itanki

　
　

４
２　

金
蒔
絵
黒
塗
耳
盥 kisarush-patchi

　
　

４
３　

金
蒔
絵
黒
塗
耳
盥 kisarush-patchi

　
　

４
４　

金
蒔
絵
黒
塗
耳
盥 kisarush-patchi

　
　

４
５　

黒
塗
注
口
形
酒
器 etunup

　
　

４
６　

金
蒔
絵
黒
塗
蓋
付
円
筒
容
器 puta-un-patchi

　
　

４
７　

黒
塗
合
子
形
行
器 puta-un-patchi

　
　

４
８　

黒
塗
四
脚
丸
形
行
器 kem

aush-shintoko

　
　

４
９　

朱
塗
三
脚
容
器 

―

　
　

５
０　

朱
塗
三
脚
丸
膳　

―

　
　

５
１　

黒
塗
曲
物
丸
形
行
器 shintoko

　
　

５
２　

木
製
角
盆 nim

a

　
　

５
３　

木
製
角
盆 nim

a

　
　

５
４　

削
花
木
幣 sopa-inau

　
　

５
５　

花
筵 inauso

　
　

５
６　

花
筵 inauso

　
　

５
７　

金
蒔
絵
黒
塗
盥 shintoko-em

ko

　
　

５
８　

編
袋 saranip

　
　

５
９　

子
負
縄 pakkaitara

　
　

６
０　

荷
負
縄 tara

　
　

６
１　

荷
負
縄 tara

　
　

６
２　

荷
負
縄 tara

　
　

６
４　

ア
イ
ヌ
風
俗
絵
巻
（
１
巻
１
２
図
）

�

北
海
道
有
珠
郡
伊
達
町
有
珠　

向
井
八
重
子　

採
集

�

３
５
．
１
２
．
１
９　

以
上

Ⅲ
．「
実
習
記
録
」
の
分
析

　
「
実
習
記
録
」
を
読
み
進
め
て
い
く
な
か
で
、
ま
ず
こ
の
調
査



－ 69 －

主
体
が
立
教
大
学
学
芸
員
課
程
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
博
物
館

法
の
実
習
と
し
て
宮
本
馨
太
郎
教
授
（
立
教
大
学
文
学
部
）
の
指

導
の
下
、
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

ア
イ
ヌ
民
具
の
具
体
的
な
来
歴
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
ま
た
調
査
を
行
う
に
至
っ
た
背
景
、
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
も

記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、「
誰
が
な
ぜ
、
こ
う
し
た
調
査

を
行
お
う
と
思
っ
た
の
か
」、「
ア
イ
ヌ
民
具
の
存
在
を
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
知
っ
た
の
か
」
と
い
っ
た
点
な
ど
は
不
明
な
ま
ま
で

あ
っ
た
。

　

一
方
、
目
録
部
の
ア
イ
ヌ
語
表
記
に
つ
い
て
は
特
段
誤
り
は
み

ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
登
録
時
、
宮
本
氏
か
ら
懇
切
な
指
導
が
な

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
目
録
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、

向
井
八
重
子
と
い
う
名
が
現
れ
る
。
は
た
し
て
調
査
者
は
、
向
井

八
重
子
と
い
う
人
物
が
ア
イ
ヌ
の
歌
人
、
そ
し
て
聖
公
会
の
伝
道

師
と
し
て
も
名
高
い
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
（
ち
な
み
に
こ
の
当
時
、
バ
チ
ェ

ラ
ー
八
重
子
は
ま
だ
存
命
で
あ
る
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
記
述

は
、
立
教
小
学
校
所
蔵
の
ア
イ
ヌ
民
具
が
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
由

来
の
も
の
と
立
証
す
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
な
手
が
か
り
と
な

る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
「
実
習
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
確
認
さ
れ
て
い
る
ア

イ
ヌ
民
具
は
六
四
点
。
資
料
に
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
付
与
し
、
写
真

撮
影
を
行
っ
た
後
、
資
料
に
添
付
さ
れ
て
い
た
情
報
等
に
拠
り
な

が
ら
、
収
蔵
台
帳
を
作
成
し
た
と
あ
る
⑽
。

　

し
か
し
大
き
な
問
題
は
「
実
習
記
録
」
作
成
時
に
撮
ら
れ
た
写

真
（
ネ
ガ
・
ポ
ジ
）
や
、
収
蔵
台
帳
の
い
ず
れ
も
、（
現
時
点
で

は
）
残
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
資
料
に
付
与
さ
れ
て

い
た
は
ず
の
番
号
に
つ
い
て
も
、
半
分
以
上
が
散
逸
し
て
お
り
、

「
実
習
記
録
」
と
の
照
合
作
業
が
難
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
ア
イ
ヌ
研
究
者
に
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
出

来
る
だ
け
早
期
に
照
合
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
こ
う
し
て
調
査
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
民
具
が
、
な

ぜ
こ
の
後
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
世
に
知
ら
れ
な
い
ま
ま
ふ

た
た
び
眠
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
残
る
。

　
「
実
習
記
録
」
に
は
、「
い
ず
れ
同
校
か
ら
目
録
が
刊
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
管
見
の
限
り
、
こ
う
し
た
目

録
が
発
刊
さ
れ
た
と
い
う
情
報
に
は
接
し
て
い
な
い
。「
封
印
」

さ
れ
た
理
由
は
現
時
点
で
は
不
明
と
い
う
よ
り
な
い
が
、
あ
る
い

は
当
該
期
に
お
け
る
日
本
社
会
の
ア
イ
ヌ
文
化
の
理
解
度
の
問

題
、
端
的
に
い
え
ば
「
時
代
の
制
約
（
限
界
）」
と
い
う
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
調
査
主
体
が
学
芸
員
課
程
に
お
け
る
実
習
で

あ
っ
た
と
い
う
点
も
、
学
術
的
な
関
心
を
喚
起
し
な
か
っ
た
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
度
は

目
録
刊
行
の
計
画
が
あ
り
つ
つ
も
、
何
ら
か
の
理
由
で
「
宙
に
浮

い
た
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
「
実
習
記
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録
」
が
遺
さ
れ
て
な
け
れ
ば
、
現
在
の
我
々
が
こ
の
ア
イ
ヌ
民
具

の
詳
細
を
知
る
す
べ
は
も
は
や
全
く
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
筆
者
は
こ
の
「
実
習
記
録
」
の
資
料
的
価
値
が

非
常
に
高
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ
．
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
と
立
教
・
聖
公
会
と
の
関
係

　

本
節
で
は
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
の
生
涯
を
確
認
し
つ
つ
⑾
、

立
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
六
月
一
三
日
、
八
重
子
は
北
海
道

伊
達
町
有
珠
に
生
を
受
け
る
。
戸
籍
名
は
向
井
八
重
子
（
幼
名
は

フ
チ
）、
父
は
向
井
富
蔵
（
ア
イ
ヌ
名
モ
コ
ッ
チ
ャ
ロ
）、
母
は

フ
ッ
チ
セ
、
弟
が
向
井
山
雄
で
あ
る
。

　

八
重
子
は
七
歳
の
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
聖
公
会
宣
教
師
、

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
⑿
か
ら
受
洗
を
受
け
る
。
一
一
歳
の
時
、

父
富
蔵
が
死
去
。
一
三
歳
で
八
重
子
は
、
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー

を
頼
っ
て
札
幌
に
出
て
、
ア
イ
ヌ
ガ
ー
ル
ズ
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て

い
る
。
そ
の
後
上
京
し
、
東
京
聖
ヒ
ル
ダ
神
学
校
⒀
で
学
ん
で
い

る
。
八
重
子
の
上
京
と
聖
ヒ
ル
ダ
神
学
校
へ
の
入
学
に
関
し
て

は
、
聖
公
会
の
宣
教
師
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
経
歴
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
時

点
で
、
八
重
子
と
聖
公
会
と
の
関
係
が
生
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

そ
の
後
、
八
重
子
は
有
珠
聖
公
会
勤
務
の
伝
道
師
（
バ
イ
ブ
ル
・

ウ
ー
マ
ン
）
の
資
格
を
得
る
⒁
。

　

一
方
、
弟
の
向
井
山
雄
に
つ
い
て
は
、
八
重
子
よ
り
も
立
教
学

院
と
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
。
山
雄
は
姉
と
同
様
に
上
京
し
立
教

中
学
校
へ
入
学
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
新
聞

記
事
が
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

【
一
九
一
二
．
四
．
五　

北
タ
】

土
人
の
優
等
生

　

東
京
市
京
橋
区
明
石
町
の
立
教
中
学
校
に
て
は
今
回
同
校

生
徒
九
十
六
名
の
卒
業
式
を
挙
行
せ
し
が
優
等
生
中
に
ア
イ

ヌ
一
名
あ
り
東
都
の
中
学
に
於
て
ア
イ
ヌ
学
生
を
収
容
し
居

る
は
同
校
が
嚆
矢
な
り
此
ア
イ
ヌ
は
本
道
有
珠
郡
伊
達
村
七

十
番
地
生
れ
向
井
山
雄
（
二
二
）
と
い
ひ
去
三
九
年
三
月
札

幌
創
成
中
学
校
を
二
年
間
修
了
し
同
四
月
二
八
日
上
京
し
て

同
校
へ
入
学
せ
し
が
品
行
方
正
に
学
科
の
一
般
も
好
成
績
な

れ
ば
模
範
生
と
し
て
頗
る
評
判
好
き
方
な
り
し
と
⒂

　

そ
の
後
山
雄
は
立
教
大
学
文
科
へ
と
進
学
し
、
聖
公
会
牧
師
の

資
格
を
得
て
い
る
⒃
。

　

こ
の
よ
う
に
、
八
重
子
は
も
ち
ろ
ん
弟
の
山
雄
も
、
意
外
な
ほ

ど
立
教
と
関
係
が
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
差
別
の
対
象
で

あ
っ
た
ア
イ
ヌ
の
少
年
を
受
け
入
れ
た
「
嚆
矢
」
が
立
教
で
あ
っ

た
と
い
う
事
実
は
、
も
う
少
し
知
ら
れ
て
良
い
と
思
う
。
一
方
何

故
立
教
中
学
校
が
山
雄
を
受
け
入
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
は
不
明

で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
、
八
重
子
は
正
式
に
バ
チ
ェ
ラ
ー

の
養
女
と
な
る
。
二
二
歳
の
と
き
で
あ
る
。
八
重
子
と
バ
チ
ェ

ラ
ー
夫
妻
が
交
わ
し
た
養
子
縁
組
契
約
書
に
は
、
次
の
よ
う
な

「
契
約
」
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
「（
養
父
母
の
布
教
の
）
精
神
ヲ
承
継
シ
テ
同
胞
ヲ
救
ハ
ン
事
ヲ

生
涯
ノ
勤
メ
ト
為
シ
且
ツ
之
ヲ
永
遠
ニ
伝
フ
ル
事
」⒄

　

事
実
、
八
重
子
は
、
養
父
と
の
契
約
を
守
り
、
信
仰
心
に
基
づ

き
「
同
胞
」
を
救
う
た
め
の
生
涯
を
送
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
、
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
に
つ
い

て
イ
ギ
リ
ス
に
行
き
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
か
ら
伝
道
師
と
し

て
任
命
さ
れ
る
。
こ
こ
で
八
重
子
は
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
講
演
し
、

強
い
反
響
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
帰
国
後
、
八
重
子
は
バ
チ
ュ

ラ
ー
と
共
に
平
取
や
幌
別
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
は
サ

ハ
リ
ン
で
伝
道
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
日
々
を
過
ご
す
の
だ
が
、

太
平
洋
戦
争
の
勃
発
が
八
重
子
の
運
命
を
大
き
く
狂
わ
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
養
父
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
⒅
。

　

戦
時
中
、
八
重
子
は
向
井
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
。
養
女
と
は
い

え
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
と
い
う
外
国
人
の
姓
を
名
乗
る
こ
と
は
極
め
て

難
し
い
時
代
で
あ
っ
た
た
め
だ
。
敗
戦
後
、「
晴
れ
て
」
八
重
子

は
ふ
た
た
び
バ
チ
ェ
ラ
ー
と
名
乗
る
が
、
彼
女
を
待
っ
て
い
た
の

は
長
き
に
わ
た
る
貧
困
生
活
で
あ
っ
た
⒆
。

　

こ
う
し
た
さ
な
か
、
八
重
子
の
も
と
を
有
賀
が
訪
問
す
る
の
で

あ
る
。Ⅴ

．
八
重
子
と
有
賀
の
接
点

　

現
在
、
有
賀
が
八
重
子
の
も
と
を
訪
れ
た
経
緯
を
伝
え
る
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
。
有
賀
が
聖
ア
ン
ド
レ
同
胞
会
誌
『V

ISIO
N

』

に
寄
せ
た
「
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
さ
ん
」（
全
五
回
）
と
い
う
手

記
で
あ
る
⒇
。

　

有
賀
は
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
と
い
う
人
物
を
知
る
経
緯
を
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

丁
度
一
昨
年
の
夏
で
あ
っ
た
。
北
海
道
札
幌
に
於
て
、
基

督
教
々
育
同
盟
の
総
会
が
開
か
れ
、
私
も
出
席
す
可
き
一
人

で
あ
っ
た
。
然
し
余
り
に
実
際
面
か
ら
見
て
利
す
る
所
の
小

さ
い
主
の
会
合
に
出
席
す
る
た
め
、
二
三
万
の
金
が
費
や
さ

れ
る
事
を
悔
し
く
思
い
、
ア
イ
ヌ
の
生
活
資
料
を
得
る
た
め

に
、
そ
れ
だ
け
の
金
を
投
じ
る
事
に
し
て
、
会
の
方
は
欠
席

し
た
の
で
あ
っ
た
。
小
さ
な
○
政
に
苦
し
ん
で
い
る
私
に

は
、
そ
ん
な
考
え
方
も
、
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
な
さ
け
な
い
と
い
え
ば
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ

で
札
幌
郊
外
に
お
い
て
福
祉
事
業
を
や
っ
て
い
る
米
沢
君
に

尽
力
方
を
願
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
新
冠
辺
の
ア
イ

ヌ
か
ら
貴
重
な
資
料
が
集
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
長
い
伝

道
生
活
を
終
え
て
引
退
し
て
い
る
老
婦
人
の
生
活
が
余
り
に
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も
惨
め
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
何
と
か
し
て
そ
の
婦

人
を
救
う
方
法
は
な
い
か
、
と
考
え
た
あ
げ
く
、
若
し
所
持

し
て
い
る
ア
イ
ヌ
の
資
料
を
譲
っ
て
貰
う
こ
と
が
出
来
る
な

ら
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
謝
礼
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
部

の
解
決
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
そ
の
婦
人
向
井

八
重
子
さ
ん
に
手
紙
を
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
私
と

向
井
（
バ
チ
ェ
ラ
ー
）
八
重
子
姉
と
通
信
を
始
め
た
最
初
で

あ
っ
た
㉑
。

　

こ
の
よ
う
に
有
賀
に
八
重
子
の
間
に
は
、
幾
度
も
の
手
紙
の
や

り
取
り
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
有
賀
に
「
北
海
道
行
に
私
の
決
心
を

さ
せ
た
の
も
、
こ
の
崇
高
な
老
婦
人
の
手
紙
に
接
し
た
か
ら
」
で

あ
っ
た
㉒
。
つ
ま
り
有
賀
は
八
重
子
に
一
度
も
会
う
こ
と
の
な
い

ま
ま
、
八
重
子
の
も
と
を
訪
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
有
賀
の
手
記
に
は
大
き
な
欠
落
が
一
つ
あ

る
。
八
重
子
の
邂
逅
が
い
つ
な
さ
れ
た
か
、
肝
心
の
日
時
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。
現
状
で
は
「
一
昨
年
の
夏
」
と
い
う
記
述

か
ら
、
お
そ
ら
く
33
年
の
夏
と
類
推
す
る
よ
り
な
い
㉓
。
筆
ま
め

な
有
賀
で
あ
る
が
、
彼
の
文
章
に
は
と
き
ど
き
こ
う
い
っ
た
「
抜

け
落
ち
」
が
あ
っ
て
、
こ
の
点
と
て
も
面
白
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
有
賀
は
も
と
も
と
ア
イ

ヌ
民
具
の
買
取
に
つ
い
て
関
心
を
抱
い
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
う

え
で
札
幌
近
郊
の
米
沢
氏
に
協
力
を
仰
い
だ
（「
実
習
記
録
」
に

あ
る
米
沢
錦
一
氏
と
は
、
こ
の
米
沢
氏
の
こ
と
を
指
す
可
能
性
が

あ
る
）。
そ
し
て
有
賀
は
、
苦
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
「
老
婦

人
」
八
重
子
の
話
を
耳
に
し
て
、
八
重
子
に
ア
イ
ヌ
民
具
の
譲
渡

を
提
案
し
た
と
い
う
の
が
、
立
教
小
学
校
が
所
蔵
す
る
ア
イ
ヌ
民

具
資
料
の
来
歴
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。

　

ち
な
み
に
、
有
賀
が
八
重
子
か
ら
ア
イ
ヌ
民
具
を
引
き
取
っ
た

こ
と
に
関
し
て
、「
実
父
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
家
伝
の
羽
織
な

ど
を
手
放
す
こ
と
は
非
常
に
辛
か
っ
た
」㉔
と
、
有
賀
の
行
為
を

や
や
懐
疑
的
に
受
け
止
め
て
い
る
叙
述
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か

し
一
方
で
、
有
賀
の
手
記
か
ら
は
、
有
賀
の
訪
問
を
八
重
子
が
た

い
そ
う
喜
ん
で
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
「
こ
ん
な
立
派
な
部
屋
（
洞
爺
湖
の
ホ
テ
ル
万
世
閣
―
筆

者
）
に
泊
め
て
い
た
だ
い
て
、
先
生
に
も
お
会
い
で
き
て
わ

た
し
ほ
ん
と
に
嬉
し
い
ん
で
す
」

　
　

�　

ほ
ん
と
に
嬉
し
い
ら
し
か
っ
た
。
私
に
は
そ
れ
に
も
ま
し

て
、
よ
ろ
こ
ん
で
貰
え
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
㉕
。

　

も
ち
ろ
ん
筆
者
も
、
有
賀
の
行
為
を
す
べ
て
肯
定
的
に
、
全
面

的
な
善
意
だ
と
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
八
重
子
が
、
自
ら

の
ア
イ
ヌ
民
具
を
手
放
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
残
念
に
思
わ
な

い
は
ず
は
な
い
。
そ
う
い
っ
た
点
も
踏
ま
え
「
ア
イ
ヌ
民
具
を
引

き
取
ろ
う
と
考
え
た
」
有
賀
の
意
図
が
い
ず
れ
に
あ
っ
た
の
か
、

よ
り
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
東
京
か
ら
や
っ
て
き
た
都
会
人
（
有
賀
）

が
、
田
舎
の
老
婦
人
（
八
重
子
）
を
「
小
学
校
に
か
よ
う
児
童
へ
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の
教
育
に
役
立
て
た
い
」
と
い
う
名
目
で
懐
柔
し
（
安
価
で
）
手

に
入
れ
た
、
と
い
っ
た
見
立
て
に
つ
い
て
も
、
い
さ
さ
か
懐
疑
的

な
の
で
あ
る
㉖
。
交
通
手
段
も
今
ほ
ど
発
達
し
て
い
な
い
こ
の
時

代
、
逢
っ
た
事
も
な
い
老
婦
人
を
訪
ね
、
わ
ざ
わ
ざ
北
海
道
ま
で

赴
い
た
労
力
に
見
合
う
だ
け
の
「
打
算
」
や
「
利
」
が
有
賀
に

あ
っ
た
と
は
思
い
難
い
。
そ
も
そ
も
ア
イ
ヌ
民
具
を
骨
董
目
的
で

手
に
入
れ
た
か
っ
た
の
だ
、
と
想
像
す
る
に
し
て
も
、
最
終
的
に

有
賀
は
日
本
を
離
れ
る
際
、
そ
れ
ら
を
全
て
手
放
し
て
い
る
。
ま

た
有
賀
と
八
重
子
は
同
じ
信
仰
を
有
す
る
「
同
胞
」
と
い
う
紐
帯

で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

何
よ
り
、
八
重
子
は
有
賀
へ
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
「
お
こ
と

は
り
申
し
上
げ
ま
し
た
の
に
た
く
さ
ん
の
お
金
子
や
い
ろ
い
ろ
お

心
つ
く
し
の
品
」
を
送
る
有
賀
に
対
し
、
感
謝
の
言
葉
を
つ
づ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
有
賀
は
、
ア
イ
ヌ
民
具
に
関
す
る

金
銭
的
処
理
を
終
え
た
後
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
様
々
な
形
で
、
八
重
子
へ
の
援
助

を
私
的
に
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
八
重
子
も
、
こ

う
し
た
有
賀
か
ら
の
厚
意
を
受
け
入
れ
、
そ
の
後
の
関
係
を
継
続

し
て
い
た
の
で
あ
る
㉗
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
、
有
賀
が
ア
イ
ヌ
資
料
を
購
入
し
た

意
図
は
、
金
銭
で
購
入
す
る
形
を
と
る
こ
と
に
よ
る
八
重
子
の
生

活
補
助
に
あ
っ
た
と
思
量
す
る
。

　

一
方
で
、
教
材
費
と
し
て
の
購
入
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
あ
ま
り

に
大
き
な
金
額
で
は
か
え
っ
て
不
自
然
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
そ
も

そ
も
有
賀
の
一
存
で
購
入
が
可
能
な
の
か
、
と
い
う
問
題
も
あ

る
）。
あ
る
い
は
受
け
取
っ
て
貰
い
易
く
す
る
た
め
、
そ
う
し
た

「
方
便
」
を
八
重
子
に
は
伝
え
た
の
で
あ
っ
て
、
実
際
は
有
賀
が

「
自
腹
」
で
捻
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

現
段
階
で
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。

　

以
上
が
、
立
教
小
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
民
具
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
判
明
し
た
限
り
の
経
緯
で
あ
る
。
結
果
か
ら
み

る
と
金
銭
で
引
き
取
っ
て
い
る
た
め
、
厳
密
に
は
「
寄
贈
」
と
い

う
表
現
は
適
切
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と

も
、
ア
イ
ヌ
民
具
が
立
教
小
学
校
に
あ
る
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
で
一
応
の
説
明
が
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
立
教
小
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い

た
ア
イ
ヌ
民
具
資
料
の
過
半
は
、
有
賀
千
代
吉
が
バ
チ
ェ
ラ
ー
八

重
子
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
、
と
い
う
来
歴
が
あ
き
ら
か
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
ア
イ
ヌ
民
具
資
料
は
、
立
教
大
学
の
学
芸
員
課
程
に

お
い
て
一
度
調
査
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
半
世
紀
以
上
の
「
眠
り
」

に
付
い
た
の
ち
、
今
日
の
「
再
発
見
」
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
ず
始
め
に
半
世
紀
以
上
に
亘
っ
て
資
料
を
保
存
し
て
き
た
立
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教
小
学
校
、
そ
し
て
今
日
ま
で
継
承
し
て
き
た
石
井
教
諭
、
さ
ら

に
遠
山
教
諭
を
は
じ
め
と
す
る
立
教
小
学
校
関
係
者
の
努
力
に

よ
っ
て
、
こ
の
ア
イ
ヌ
民
具
資
料
は
「
奇
跡
的
」
に
こ
の
世
に
残

り
得
た
、
と
い
う
事
実
を
記
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
、
こ
の
ア
イ
ヌ
民
具
資
料
は
、
三
つ
の
観
点
か
ら
重
要

な
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
第
一
は
「
ア
イ
ヌ
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
貴
重
な

文
化
財
」
で
あ
る
点
、
第
二
に
は
「
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
と
ジ
ョ

ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
、
立
教
学
院
、
聖
公
会
と
の
関
係
を
示
す
資

料
」
で
あ
る
点
、
そ
し
て
第
三
に
は
「
有
賀
千
代
吉
と
い
う
人
物

を
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
で
も
あ
る
点
で
あ

る
。

　

ア
イ
ヌ
文
化
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
め
ぐ
っ
て
異
様
な
言
説
が
飛
び

交
う
昨
今
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
伝
え
る
資
料
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う

事
実
そ
の
も
の
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
言
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
が
、
有
賀
を
通
じ
て
聖
公
会
そ
し
て

立
教
学
院
と
つ
な
が
っ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
が
持
つ
意
味
は
け

し
て
小
さ
く
な
い
。
今
後
、
戦
後
の
立
教
学
院
史
を
多
面
的
に
深

化
さ
せ
る
た
め
、
こ
う
し
た
点
の
解
明
は
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な

い
重
要
な
観
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
有
賀
千
代
吉
が
立
教
学
院
に
果
た
し
た
役
割
を
位
置
づ

け
る
う
え
で
、「
有
賀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
全
容
解
明
が
必
須
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
出
来
た
点
も
大
き
な

前
進
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
有
賀
と
い
う
人
物
を
よ
り
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
も
あ
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
点
を

念
頭
に
置
き
つ
つ
、
研
究
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
こ
の
ア
イ
ヌ
資
料
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、

今
後
は
、
立
教
学
院
史
の
研
究
を
担
う
資
料
セ
ン
タ
ー
が
主
導
的

に
小
学
校
と
連
携
し
、
か
つ
高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
ア
イ
ヌ
研
究
者
の
協
力
を
適
時
仰
ぎ
な
が
ら
調
査
を
す
す
め

て
い
く
手
順
が
重
要
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
筆
者

は
立
教
小
学
校
と
密
接
に
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、「
実
習
記
録
」

と
資
料
と
の
照
合
作
業
を
す
す
め
て
い
る
。

註⑴	

有
賀
千
代
吉
関
係
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
有
賀
千
代
吉
関
係
史

料
」『
立
教
学
院
史
研
究
』
九
号
（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）

を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
有
賀
と
Ａ
級
戦
犯
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
多

く
の
点
が
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
伊
達
宗
浩
（
立
教
大
学
総
長
室
長
、
当

時
）
が
、
有
賀
と
の
対
談
の
な
か
で
「
当
時
日
本
人
の
怨
嗟
の
的
だ
っ
た
戦
犯
の

人
達
を
巣
鴨
の
刑
務
所
に
足
繁
く
慰
問
さ
れ
て
い
ろ
い
ろ
面
倒
を
み
ら
れ
た
」
こ

と
を
さ
り
げ
な
く
語
り
、
有
賀
の
思
い
を
尋
ね
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

有
賀
の
活
動
は
秘
密
裏
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
無
い
と
み
て
よ
い
（「
日
本
を
去

る
有
賀
先
生
に
聴
く
」『
立
教
』
第
五
一
号
〔
立
教
大
学
、
一
九
六
八
年
〕、
三
二

頁
）。

⑵	
収
容
所
で
の
有
賀
の
日
々
に
つ
い
て
は
、
有
賀
千
代
吉
『
思
い
出
乃
形
見
』

（
有
賀
千
代
吉
・
有
賀
信
江
一
九
六
六
年
）
が
詳
し
い
。
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⑶	

有
賀
は
第
二
次
交
換
船
で
の
帰
国
者
で
あ
る
。
帰
国
者
リ
ス
ト
の
な
か
に
有
賀

の
名
が
残
さ
れ
て
い
る
（JA

CA
R

〔
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
〕Ref.

B02032890500

、
大
東
亜
戦
争
関
係
一
件
／
交
戦
国
外
交
官
其
他
ノ
交
換
関
係

／
日
米
交
換
船
関
係 

第
七
巻
〔A

-7-0

〕〔
外
務
省
外
交
史
料
館
〕）。

⑷	

有
賀
の
招
聘
は
、
小
川
徳
治
教
授
（
学
生
部
長
）
を
経
て
、
そ
の
後
佐
々
木
が

二
度
に
わ
た
っ
て
有
賀
を
「
口
説
い
た
」
と
い
う
経
緯
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（
有
賀

千
代
吉
編
『
立
教
小
学
校
十
年
史
』〔
立
教
小
学
校
、
昭
和
三
二
年
〕、
一
三
～
一

四
頁
）。
有
賀
が
最
終
的
な
決
断
に
至
っ
た
の
は
「
あ
な
た
も
立
教
の
出
身
者
で

あ
る
の
で
す
か
ら
、
こ
の
際
母
校
の
た
め
に
決
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う

佐
々
木
の
言
葉
と
（
同
右
、
一
四
頁
）、
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
の
「
い
ま
日
本
は
、

こ
れ
か
ら
の
国
を
背
負
っ
て
い
く
立
派
な
国
民
を
教
育
す
る
た
め
に
大
事
な
時
期

だ
。
日
本
を
ほ
ん
と
う
に
民
主
主
義
に
す
る
に
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
以
外
に
は
な
い
ん
だ
、
お
前
は
自
分
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
と
思
っ
て
い
る
な

ら
、
立
教
に
行
っ
て
小
学
校
を
や
れ
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲

「
日
本
を
去
る
有
賀
先
生
に
聴
く
」、
三
〇
頁
）。
な
お
、
昭
和
二
三
年
の
段
階
で
、

有
賀
と
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
点
で

も
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。

⑸	

松
下
正
寿
は
一
時
期
、
立
教
大
学
総
長
と
立
教
小
学
校
校
長
を
兼
職
し
て
い

た
。

⑹	

カ
ラ
フ
ト
ア
イ
ヌ
研
究
者
で
あ
る
田
村
将
人
氏
（
札
幌
大
学
特
命
准
教
授
）
よ

り
「
ア
イ
ヌ
研
究
者
の
な
か
で
も
、
そ
う
し
た
事
実
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
」

と
ご
教
示
頂
い
た
。

⑺	

「
昭
和
３
５
年
度
博
物
館
実
習
報
告
（
ｖ
）」『
Ｍ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

立
教
大

学
博
物
館
研
究
』
Ｎ
Ｏ
．
７
（
立
教
大
学
博
物
館
学
講
座
、
一
九
六
一
年
）、
一

二
八
～
一
二
九
頁
。

⑻	

こ
の
「
実
習
記
録
」
を
半
世
紀
ぶ
り
に
「
発
見
」
し
た
の
も
石
井
輝
義
教
諭
で

あ
る
。

⑼	

本
稿
で
は
こ
の
記
録
を
「
資
料
」
と
見
做
し
、
ほ
ぼ
全
文
を
引
用
す
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
「
実
習
記
録
」
は
「
ア
イ
ヌ
研
究
者
の
間
で
も
全
く
知
ら
れ
て
い
な

い
」（
田
村
将
人
氏
）
と
ご
助
言
を
頂
い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
「
実
習
記
録
」

を
読
み
す
す
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
田
村
氏
か
ら
は
ア
イ
ヌ
文
化
・
ア
イ
ヌ
語

等
に
つ
い
て
助
言
を
頂
い
て
い
る
。

⑽	

二
〇
一
五
年
一
一
月
現
在
、
資
料
の
な
か
に
そ
う
し
た
「
添
付
情
報
」
は
確
認

で
き
て
い
な
い
。
何
ら
か
の
事
情
で
散
逸
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。

⑾	

バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
の
略
歴
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー

『
ジ
ョ
ン
、
バ
チ
ラ
ー
自
叙
伝　

我
が
記
憶
を
た
ど
り
て
』（
文
録
社
、
一
九
二
八

年
）、
仁
多
見
巌
『
ア
イ
ヌ
の
父　

ジ
ョ
ン･

バ
チ
ェ
ラ
ー
』（
楡
書
房
、
一
九
六

三
年
）、
仁
多
見
巌
訳
編
『
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
手
紙
』（
山
本
書
店
、
一
九

六
五
年
）、
掛
川
源
一
郎
『
バ
チ
ラ
ー
八
重
子
の
生
涯
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン

タ
ー
、
一
九
八
八
）。
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
『
若
き
ウ
タ
リ
に
』（
岩
波
書
店
、
一

九
八
九
年
）、
仁
多
見
巌
『
異
境
の
使
徒
―
英
人
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ラ
ー
伝
』（
北
海

道
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
）、
仁
多
見
巌
・
飯
田
洋
右
訳
編
『
わ
が
人
生
の
軌
跡

―
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ザ
・
ウ
ェ
イ
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九

三
年
）、
黒
田
格
男
・
大
島
直
行
・
古
原
敏
弘
・
小
川
正
人
「
資
料
紹
介 

伊
達
市

噴
火
湾
文
化
研
究
所
所
蔵
の
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ラ
ー
関
係
資
料
（
１
）」『
北
海
道
立

ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』（
12
）（
北
海
道
立
ア
イ
ヌ
民
族
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
に
拠
っ
た
。

⑿	
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
（John Batchelor

、1854-1944

）。
イ
ギ
リ
ス
聖
公

会
の
宣
教
師
。
来
日
後
、
北
海
道
へ
と
渡
り
、
そ
の
後
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て

ア
イ
ヌ
民
族
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
有
賀
は
次
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
。「
先
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生
が
日
本
に
来
た
の
は
明
治
十
年
三
月
一
五
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
築
地
の
居
留

地
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
北
海
道
行
の
ア
イ
ヌ
の
帆
船
オ
ー
シ
ャ
ン
ベ
ー
ル
号
に

乗
っ
た
の
が
同
十
年
四
月
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
函
館
に
は
英
人
ウ
イ
リ
ア
ム

氏
が
居
た
か
ら
で
あ
っ
た
」（
有
賀
千
代
吉
「
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
さ
ん
」（
２
）

『V
ISIO

N
』
３
０
号
（
日
本
聖
徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
、
一
九
五
八
年
）。

⒀	

香
蘭
聖
書
学
校
は
現
在
の
香
蘭
女
学
院
で
あ
る
。

⒁	

前
掲
『
バ
チ
ラ
ー
八
重
子
の
生
涯
』、
三
七
～
三
八
頁
。
前
掲
『
若
き
ウ
タ
リ

に
』、
一
八
四
頁
。

⒂	

社
団
法
人
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
ア
イ
ヌ
史
編
集
委
員
会
編
『
ア
イ
ヌ
史　

資
料

編
４
』（
社
団
法
人
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
、
一
九
八
九
年
）、
七
八
一
頁
。
な
お
北

タ
と
は
北
海
タ
イ
ム
ス
の
略
称
で
あ
る
。

⒃	

『
若
き
ウ
タ
リ
に
』
で
は
、
山
雄
の
経
歴
を
「
立
教
大
学
神
学
部
出
身
」
と
記

述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

⒄	

八
重
子
と
ジ
ョ
ン･

バ
チ
ェ
ラ
ー
と
の
養
子
縁
組
契
約
書
に
つ
い
て
は
、
前
掲

『
若
き
ウ
タ
リ
に
』
一
二
九
頁
、
前
掲
『
バ
チ
ラ
ー
八
重
子
の
生
涯
』、
頁
、
前
掲

『
我
が
記
憶
を
た
ど
り
て
』、
頁
な
ど
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

⒅	

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
、
一
九
四
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
死
去
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
に
関
す
る
類
書
で
は
、
敵
性
外
国
人
と
し
て
「
強
制
的
に

帰
国
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
説
と
、「
自
ら
の
意
思
で
帰
国
を
選
ん
だ
」
と
い
う

二
つ
の
説
が
混
在
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

⒆	

養
父
バ
チ
ェ
ラ
ー
が
日
本
を
離
れ
る
際
、
三
万
五
〇
〇
〇
円
の
お
金
を
残
し
て

い
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
た
ち
ま
ち
使
い
果
た
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（
前
掲

『
バ
チ
ラ
ー
八
重
子
の
生
涯
』、
二
〇
一
～
二
〇
三
頁
）。

⒇	

こ
の
資
料
の
存
在
を
筆
者
に
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
の
が
石
井
教
諭
で
あ
る
。

㉑	

有
賀
千
代
吉
「
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
さ
ん
」（
４
）『V

ISIO
N

』
３
２
号
（
日

本
聖
徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
、
一
九
五
九
年
）。
な
お
、
原
文
書
の
印
刷
状
態
に
よ

り
判
読
不
能
と
判
断
し
た
文
字
を
○
と
表
記
し
た
。

㉒	

有
賀
千
代
吉
「
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
さ
ん
」（
最
終
回
）『V

ISIO
N

』
３
３
号

（
日
本
聖
徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
、
一
九
五
九
年
）。

㉓	

有
賀
の
校
長
就
任
が
三
三
年
な
の
で
、
お
そ
ら
く
校
長
に
就
任
し
た
年
の
夏
に

訪
問
し
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

㉔	

前
掲
『
バ
チ
ラ
ー
八
重
子
の
生
涯
』、
二
二
五
頁
。
八
重
子
が
い
う
家
伝
の
羽

織
と
い
う
の
は
、「
調
査
報
告
」
ア
イ
ヌ
民
具
目
録N

o4

「
山
丹
錦
小
袖

M
anchu-kosonte

」
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
山
丹
錦
小
袖
に
つ
い

て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
蝦
夷
錦
」
の
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

㉕	

前
掲
「
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
さ
ん
」（
最
終
回
）。

㉖	

有
賀
は
八
重
子
に
五
〇
〇
〇
円
と
い
う
金
額
を
提
示
し
た
と
『
バ
チ
ラ
ー
八
重

子
の
生
涯
』
は
記
し
て
い
る
。
し
か
し
同
書
で
も
明
確
な
出
典
表
記
が
な
く
、
有

賀
の
手
記
に
も
具
体
的
な
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

㉗	

八
重
子
は
有
賀
に
宛
て
た
手
紙
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
略
）
老
ば
が
二
ツ
の
品
を
有
っ
て
ま
し
て
そ
れ
を
よ
い
ね
に
う
れ
そ
う
な

ら
か
っ
て
い
た
だ
き
来
る
冬
の
為
に
ワ
タ
入
れ
を
つ
く
っ
て
着
た
い
と
申
て

お
ら
れ
ま
す
か
二
三
千
な
ら
手
ば
な
す
ら
し
い
か
ら
こ
れ
も
お
入
り
用
で
し

た
ら
荷
つ
く
っ
て
お
お
く
り
申
ま
す
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か

�

（「
バ
チ
ェ
ラ
ー
八
重
子
書
簡
（
一
）」〔
立
教
小
学
校
収
蔵
〕）
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図１　切伏文手甲（tekunpe）

図2　子負縄（pakkaitara）


